
　

近
年
海
水
面
の
上
昇
や
豪
雨
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
増
加

に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
気
候
変
動
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
9
月
に
行
わ
れ
た
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
中
で
も「
気

候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」が
目
標
の
一
つ
と
し
て
定
め
ら
れ
て

お
り
、
世
界
的
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
、
政
府
は
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
押
さ
え
る「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
実

現
」に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り

組
み
が
加
速
し
て
い
ま
す
。　

　
山
県
市
は
、
面
積
の
約
８
割
に
お
よ
ぶ
豊
か
な
森
林
を
生
か
し
、

国
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
実
質
マ
イ
ナ
ス
に
す
る「
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
・
シ
テ
ィ

宣
言
」を
掲
げ
、
今
年
度
を「
脱
炭
素
元
年
度
」と
定
め
ま
し
た
。
6

月
か
ら
市
内
公
共
施
設
の
電
力
使
用
量
や
森
林
の
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
量

な
ど
の
調
査
を
始
め
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
に
関
わ
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
、
大
き
く
動
き
出

し
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
・
企
業
支
援
課

℡
22－

6
8
3
1

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
令

和
4
年
度
の
山
県
市
の
脱

炭
素
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　
地
球
温
暖
化
っ
て
何
？

Ａ　

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

が
増
え
る
こ
と
で
、
太
陽
の
熱
が
宇
宙
へ

逃
げ
に
く
く
な
り
地
球
の
気
温
が
上
昇
す

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
海
氷

や
氷
河
が
溶
け
海
水
面
が
上
昇
し
、
人
間

や
動
物
の
住
む
場
所
が
失
わ
れ
た
り
、
台

風
や
竜
巻
な
ど
の
異
常
気
象
が
多
発
し
た

り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

し
ま
す
。

Ｑ　
脱
炭
素
っ
て
何
？

Ａ　
地
球
温
暖
化
の
最
大
の
原
因
と
言
わ
れ
て

い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
取
り
組
み
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
電
気
を
こ

ま
め
に
消
す
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
、
徒

歩
で
移
動
す
る
な
ど
、
個
人
で
も
で
き
る
取
り

組
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

�

S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）っ

て
何
?

Ａ　

気
候
変
動
や
地
域
間
格
差
な
ど
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
根
本
的
に
解
決

し
、
皆
が
安
全
安
心
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
た
17
の
目
標
の
こ
と
で
す
。

Ｑ　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

　
　
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
っ
て
何
？

Ａ　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
人
間
の
生
産
活
動
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
と
、

森
林
な
ど
に
よ
っ
て
吸

収
さ
れ
る
量
お
よ
び
技

術
で
除
去
で
き
る
量
を

等
し
く
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

Ａ　
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス

　
吸
収
量
お
よ
び
除
去
量
が
排
出
量
を
上
回
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

脱炭素元年度
～持続可能な山県市に向けて～

特
集

CO2排出量 CO2吸収量
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R
4
山
県
市
脱
炭
素
年
表

6
月
8
日

第
1
回
脱
炭
素
協
議
会

6
月
23
日

山
県
市
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
・

シ
テ
ィ
宣
言

6
月
24
日

第
1
回
S
D
G
s

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
交
流
会

6
月
28
日

世
界
気
候
エ
ネ
ル
ギ
ー

首
長
誓
約

7
月
4
日

第
2
回
脱
炭
素
協
議
会

7
月
13
日

第
2
回
S
D
G
s

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
交
流
会

7
月
30
日

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
山
県

v
o
l
．1

8
月
28
日

第
3
回
S
D
G
s

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
交
流
会

第
1
回
脱
炭
素
協
議
会

　

脱
炭
素
社
会
の
構
築
お
よ
び
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
市
内
企
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
脱

炭
素
協
議
会
を
設
立
。
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

山
県
市
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
・
シ
テ
ィ
宣
言

　

国
が
2
0
5
0
年
脱
炭
素
化
の
実
現
を
目
指
す
中
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
マ
イ
ナ

ス
に
す
る
こ
と
を
目
指
す「
山
県
市
カ
ー
ボ
ン・マ
イ
ナ
ス・

シ
テ
ィ
宣
言
」に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
の
全
文
は

7
ペ
ー
ジ
に
あ
る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

世
界
気
候
エ
ネ
ル
ギ
ー
首
長
誓
約

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
促
進
、

国
の
目
標
以
上
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
、
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
対
応
の

三
つ
に
取
り
組
む「
世
界
気
候
エ
ネ
ル

ギ
ー
首
長
誓
約
」に
署
名
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
内
で
は
山
県
市
が
最
初
の
誓

約
自
治
体
で
す（
国
内
31
番
目
）。

第
1
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
交
流
会

　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
て
S
D
G
ｓ
の
基
本
的

な
知
識
や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
行
動
ス
キ
ル
・
考
え
方
を

学
ぶ「
S
D
G
ｓ 

d
e 

地
方
創

生
」を
体
験
し
ま
し
た
。

　
8
月
28
日
の
第
三
回
S
D
G
ｓ

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
交
流
会
で
は
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。（
8
月
22

日
現
在
）

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
山
県
v
o
l
．1

　

市
内
企
業
な
ど
が
主
体
と
な

り
、
廃
材
を
使
っ
た
木
工
教
室

の
ほ
か
、
S
D
G
s
や
脱
炭
素

に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
○
×

ク
イ
ズ
な
ど
、
S
D
G
s
や
脱

炭
素
を
よ
り
身
近
に
体
験
で
き

る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

山
県
市
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
費
補
助
制
度

　

市
で
は
、
受
取
人
が
不
在
の
と
き
に
配
達
物
を
入
れ
て

も
ら
い
、
再
配
達
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
の
購
入
費
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
よ
っ
て
、
再
配
達
に
か
か
る
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
HP
を
確
認
す
る
か
市
民

環
境
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
環
境
課　
℡
22-

6
8
2
8

脱炭素元年度特
集

詳しくはこちら
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脱炭素元年度特
集

山県市「カーボン・マイナス・シティ宣言」
～2050年までに二酸化炭素の実質マイナスを目指して～

　近年、極端現象などの異常気象により、国内外での自然災害の激甚化が年々顕著となって
きています。こうした気候変動問題は、世界での対応が避けることのできない喫緊の課題で
もあり、その要因は二酸化炭素の増大等による地球温暖化であるとも言われています。
　それに対し、問題を単純化し過ぎなどと異論を唱える他の諸説も存在します。しかし、
18世紀の産業革命以降の工業化の進展により、人為起源の二酸化炭素の排出量等が急激に
増加してきていることは間違いのない事実です。

　そのため、2015年に合意されたパリ協定(産業革命期からの平均気温の上限幅を1.5°C
に抑えるよう努力するという目標)が国際的に広く共有されました。その後、2021年に開
催されたCOP26(第26回国連気候変動枠組条約締約国会議)等においても、世界的な喫緊の
課題として取り組んでいくことが再確認されました。
　我が国においても、衆参両院で「気候非常事態宣言」が可決され、第208回国会において、
首相は「2030年度46%削減、2050年カーボンニュートラルの目標実現」に取り組むことが
表明されています。
　民間企業においても、実質的に二酸化炭素の排出量より吸収量を多くする「カーボンネガ
ティブ」「カーボンポジティブ」といった取組が進められています。

　山県市では、これまで市環境基本計画や市地球温暖化対策推進実行計画に基づいて、様々
な対応を展開してきました。しかし、これまでの施策は、点や線といったレベルでのつなが
りであるということを否定できません。これからは、各種施策を総合的かつ体系的に、そし
て面的、ときには立体的に進めていく必要があります。
　そこで、山県市では、SDGsの理念の下、産業革命以降に蓄積された二酸化炭素を縮減さ
せるべく、2050年までに二酸化炭素の実質マイナスを目指し、本年を「脱炭素元年度」と位
置づけます。

　山県市の面積の8割以上を森林が占めています。この緑豊かな森林は、自然災害を防ぎ、
清流を生み出すとともに、私たちに心の潤いと安らぎを与えてきてくれた宝です。二酸化炭
素の縮減は、決して他人事ではなく、2050年は遠い未来でもありません。これからの私た
ちの行動が、私たちの住む地域を、そして地球の将来を決めていきます。
　今を生きる私たちは、脈々と受け継がれてきた豊かな自然・歴史・文化などの貴重な財産
を未来に生きる子どもたちへ引き継いでいかなければなりません。そのためにも、山県市は
全ての市民・事業者・団体等と認識を共有し、国や他の自治体とも連携し「カーボン・マイナス・
シティ」に向けて取り組んでいくことをここに宣言します。

令和 4 年 6 月 23 日

岐阜県山県市長　
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